
































1 

第 1回 有識者等懇談会（細河地域）

（議事要旨）

日 時：平成 29 年 7 月 25 日（火）13：30～16：30

場 所：池田市上下水道部庁舎 3階研修室

出席者：テーマパーク構想ディレクター 西畠清順、堀内健二

地域住民等 6人 

池田市 倉田市長、藤田副市長、総合政策部長、環境部長、都市建設部長、市民生活部長、

管理部長、教育部長

1． 池田市より挨拶・懇談会の概要説明 

2． 倉田市長より挨拶 

3． 「池田のまち みんなまとめてテーマパーク構想」の概要説明

4． 懇談会出席者の紹介

5． 懇談会の進め方

・現段階では 3回の懇談会を予定。今回はその 1回目。 

・１回目は発散フェーズ。テーマパークの素材を数多く引き出すことが目標。 

・テーマパークの素材には、1つ目にイノベーションの視点、2つ目に地域暮らしの視点が重要。両視

点の接点を多く出してもらうことが目的。 

6． 事前アンケートの回答紹介

○強み：豊かな自然、地域コミュニティ力、都心部に近い立地 

○取り組むべき課題

：旧細河小学校の活用、細河園芸センターの活性化、後継者育成、交通の利便性 

○植木と自然に関連した施策

：レクリエーション施設、おとなの園芸学校、旧細河小学校を利用した道の駅・ショッピン

グモール、田んぼを利用したアトラクション

○学生と連携した持続的施策

：園芸等研究施設の展開、グルメイベント・自然体験等、旧細河小学校を活かしたアトラク

ション、学生等との連携（授業の中に自然との接点を増やす）

○交通の利便性向上の施策

：周辺道路整備・鉄道整備、乗合タクシー・コミュニティバス、カーシェアリング

○その他：植木産業の活性化、地域活性化のための資金確保

7． テーマ①「細河の自然を活かした施策」のディスカッション

＜意見＞

◇総則的意見 
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・細河コミュニティの中で市民農園（農業体験）を担当し、観光農園で摘み取りをさせていただいて

いる。小学生を対象に食育に資する生産をさせてもらっている。

・お米を植えたいというニーズやカモを飼いたいとニーズに応えている。観光農園という形で細河地

域には水田もあるので、カモを育て、子供たちに遊びながら食育を学んでもらえたらという意味で

進めていきたい。

・米は副産物、販売はゼロ。芋を植えて、管理をしながら、芋掘りをして、カモの餌やりをして、楽

しく遊んで 1日が終わる。こういう取組が増えていけば、活性化に繋がる。カモに関しても最終食

べることで、池田市の一つの名物として発展していけば一番だと思う。

・お金の問題も踏まえ、地域の協力を得て、進めていけたらと思う。

・コミュニティに携わらせていただいて 50年。生まれも育ちも細河地域なので、自然の中にいるとい

う感覚がなかったが、ここ最近バーベキューなどでたくさんの人が遊びにこられて、魅力があるこ

とを実感している。

・以前は、自然に蛍が飛んでいたり、桜が咲いたりしていたが、最近はコミュニティが手をかけてお

り、自然に携わるほど労力や費用がかかる。

・前提として 3 つのテーマで分けてディスカッションをしているが、3 つのテーマをいかに掛け算す

るかということが大事。500 年の歴史を持つ細河の園芸と、古民家・廃校の活用、学生や若者との

連携、これらをどう絡めていくかが今回のテーマパーク構想の肝だと思っている。

・細河の自然には 2つあって、まず五月山を思い浮かべるような元々あった自然。もう一つは、植木

産業が盛んになったことにより多様な樹種・園芸品種を含めた植物が導入され、池田の植木屋が育

て、それを全国に供給していったというもの。

・これまで色々な産地を回ってきたが、植木産業は元々の自然というよりも、そこに人の手が加わっ

た自然ということが言い切れる。これを上手く使って施策にしてはどうか。

・Google Earth で池田市を上空から見てみた。自然と都会のちょうど中間に池田市が位置しているこ

とがはっきりと分かる。池田市は都会と田舎のちょうど中間地点の面白い所であり、海外の人から

見ても老若男女から見ても面白い。池田市の人は池田市の中に入りすぎているので、もう少し外か

らの目線で見て、細河の自然について考えてみるのもいいのではないか。

・直接植木の生産ではなく、公園等の設計・計画に携わっている。毎年小さな植木が生産されている

が、植木の生産・販売だけで生活が成り立つというわけではなく、外での管理仕事、例えば街路樹

の選定等をして収入を得ている方も多く、できれば植木の生産・販売で安定した収入を得られるよ

うにしないと後継者を育てにくい。生活に直結するような形で植木生産等、細河地区の活性化に繋

がれば良いと思う。

・事前アンケートでは、研究施設みたいなものを提案したが、できれば農業や植木の生産者に直接就

労してもらえるような場所があれば良いと思う。

・息子が植木産業を継いでくれているが、不安な面もある。

・細河地区に植木の巨大迷路を作る方向でやっていこうという話もある。

・西畠氏ととんでもない話ができると期待している。山の上の高い所ではなく阪神高速付近等のもっ

と見える場所で、おもしろいシンボルツリーのような植木を植えてほしい。

・若い人からは、自然豊かな山の道をマウンテンバイクで走れるコースがあれば良い、という話がよ

く出る。

・細河の山には雑木だけではなく、先代・先々代が何十年とかけて育てた木や、花が咲く木など色々

な樹種を植えているので、見ていただきたい。今はジャングル状態。
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・場所は山手。山の中の山岳コースで、木も見てもらいたい。現在すでに整備された道もあるし、そ

れを活かして色々な道を作ることもできる。

・アートイベントのようなものは流行の周期があるのか続かない。持続できる内容を考えないといけ

ないと思う。芸術家が前に出てやっていくようなものではない、という認識を持っている。

・これから細河のことを考えると、池田市が教育行政において力を入れている教育啓蒙的な活動は入

れた方が良い。

・芸術に関する捉え方が変化してきている。これまで芸術は美術館やギャラリー等限られた場所で見

られるものという認識だったが、現在は作品だけではなく、作品ができるまでの工程、いわゆる発

想やアイディアに着目されてきている。

・細河のイメージが明確に見えづらい。分かりやすい「野外美術館」のようなものが必要。

・例えば「池田市はアーティストをめざす人を支援します」といったようなものはどうか。独特なシ

ステムを考える。東京の港区や四国の松山市に呼んで、50 日間市民とトークをする等、作品につい

て市民と話し合うことは大事。出来上がるまでの工程を大事にすれば何か出てくるような気がする。

・足利フラワーパーク（栃木県）には、藤の花が一本咲いたら 1か月で 100 万人来る。植物もブラン

ディングできれば多くの人が来る、ということを認識したほうが良い。植物を世間にどのように PR

していくかが大切だと感じている。そのためにはリアルな場所づくりとプレゼンテーションが大事。

・池田駅前、細河園芸センター、旧細河小学校、それらを繋ぐ国道の街路樹が肝になってくる。

・植木のアウトレットモールを園芸屋が協力して作って、直売できる場所とする。直売の良し悪しは

あるが、上手くスキームを作る。そこには植木の巨大迷路、農業体験・園芸体験できる施設、研究

施設があっても良い。植木について総合的に体験したり、買ったりできるような場所が細河のどこ

かにあっても良いと思う。

・植木屋が一本ずつ植木を植えて、日本一不思議な並木通り。まるで植物が歩いているように、細河

まで歩ける並木通り等が良いと思う。

・都内で大手不動産会社が関係する街路樹のプロデュースをし、一本一本違う並木を提案した。それ

がどれほどオーガニックで有機的な考え方か、また海外にはそういう事例があるということをプレ

ゼンすることで実現した。それまでは六本木や表参道通りの緑視率 37％が都内では最高であったが、

緑視率が 55％となり、都内で一番緑が見える並木道になった。 

・いかに劇的なプレゼンテーションを行い、世間に知ってもらい話題性にするかが重要。分かりやす

くて、劇的な施策が細河には必要。このままだと何年もかかってしまう。

・突拍子もないことをする必要がある、と感じた。

・西畠氏から色々なアイディアをもっと聞きたいので、絞り出してもらいたい。

・ダンスを使ったセラピーをやっているが、緑を使ったセラピーはあるのか。

→園芸療法はあり、導入している病院はある。ただ、時期が限られている。園芸療法の専門家を養

成する講座もある。

・細河園芸センター・旧細河小学校がキーポイント。前者は池田市の所有物ではないが、2 回目の懇

談会からは触れる必要がある。

・昔に比べて里山に入りづらくなっている。自然と人を近づける方法を組んでいかないといけない。

里山クラブ、森クラブなどもある。

・人と山を近づけるための人づくりにおいて、NPO との連携なども大事になると思う。 

・繋ぐものがアート、マウンテンバイク、迷路になるかもしれない。繋ぐことがキーポイントで、ツ

ールと人で繋ぐのが大事になると思う。
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・我々の年代は健康や運動に関心が高くなっている。自然を活かしたアスレチックのような子供から

高齢の方まで楽しめる運動施設。いったん作るとその後はあまり費用がかからない。大阪の北の方

にはあまりない。

・能勢街道については、それから東に逸れる脇道を作ることで細河地域を活かせるのではないか。街

道を活かしたまちづくりは大きな展開が期待できるのではないかと思う。

・植木からもう少し広げて、時期の特色を活かした植木・花を若い人に人気な神社や仏閣に植えるこ

とで特色を出す。細河の名前を知ってもらうチャンスになる。

・室内植物や盆栽、室内にももっと目を向ける。

・地元の女性の方から蛍が人気。寄付を集めて、手作りの団扇や風鈴などを配布。集金方法に寄付も

ある。昆虫も人気。

・池田市には道の駅がない。海の駅、道の駅も流行っている。植木の販売も含めて、国道 423 号に面

している有利な条件を活かし、道の駅を作ってはどうか。オートバイのレストハウス、オートキャ

ンプ場を併設する。新名神に繋がる道路を整備し、交通の要所にしてはどうか。

8． テーマ②「古民家・廃校を活用した施策」のディスカッション

＜意見＞

◇総則的意見 

・古民家としては、茅葺に近いものはほとんどなくなっている。

・細河地域には、休耕田や放棄田畑は多い。

・空き家については、ほとんど取り壊され、更地になっている。

・古民家は、議題に載せづらいと思う。

・旧細河小学校は、地震発生時と洪水発生時の避難所にはなっているが、土砂災害の際の避難所には

なっていない。いざとなれば、市民が避難する場所がないというのが実情。山の一つを削ってヘリ

が離発着できる避難所にし、そこに給食センターや道の駅も作ってはどうか。

・地域の方が皆で集えるような施設があれば一番納得してもらえると思う。

・安全面を兼ねた施設を作りたい。活用以上に安全面が重視されるのではないかと思う。

・災害面で不安はあるが、何かをするには便利な場所。川や山も近く、人を呼んで集める場所として

は便利。細河園芸センター等とも一体となって地域のコアにしてはどうか。

・細河地域には、500 年の歴史を持つ植木産業があり、バイオの研究で新しいオリジナル品種を作り

たい。研究施設からすぐにフィールドに展開できるような施設が良い。

・本格的な園芸学校を作る等、外部の知恵を入れた方が良い。

・正月の松竹梅の五葉松である「ためまつ」は、細河にしかない品種で、細河地区限定の技術。しか

し需要・生産は減少している。

・植木塾 22 という団体で、植木の見本園で色々な品種の起用・植栽を行っている。

・建物を建てると安全面で懸念が出てくるので、ハード面というよりは、植物等を活かしたものの方

が地域に特化しており、防災面からも良い。一つの品種に絞ったテーマパークなど。

・旧細河小学校は売らないでほしいと言われてきた経緯がある。地域で子供たちがキャッチボール等

をできる場所はそこしかない。また、地域の避難所としても位置付けている。校舎は早く取り壊し、

空き地部分をどのように活用するかが課題。

・旧細河小学校よりも細河園芸センターの活用に目を向けていきたい。

・旧細河小学校の取り壊し費用は、3～4億円程度かかるのではないか。費用をいかに捻出していくか
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も考慮する必要がある。

◇自然を活かしてお客さんを呼び寄せるアイデアについて 

・体育館に興味を持った。アーティストをめざす人が集まってこられる地域や場所があるべき。体育

館を、アーティストが集まり、作品の制作・展示、生活できる場にしてはどうか。作品を家賃とし

て寄付してもらう。外に開いていくような活動も大事。

・東山町に住み、ずっとその山を見て生活してきた。五月山のおかげで台風によって家が壊れたとい

うのを聞いたことがない。

・今は昔と違い山に誰も入らない。山が荒廃している。個人的には山の管理ができないので寄付した

い。五月山はすべてが個人の資産で権利関係がばらついている。

・ほそごう学園の生徒と共に、食育と里山について学んでいる。田んぼでは種をまいて、口に入ると

ころまで見届ける。山では枝打ちくらいは体験してもらって山の大切さを学んでもらっている。

・去年まで山の整備で一週間山に入っていたが、地元の人はあまり見かけず、都会の人に会うことの

方が多かった。地元の人は五月山の魅力を分かっていない。

・五月山でツリーハウスを作っている人もいる。

・朝昼晩と五月山（東山）を正面に見て過ごしている。紅葉が普通のことだと思っているが、外から

見た景観に価値がある。

・五月山かは分からないが昔は松茸が取れた。学生やアーティストとコラボし、松茸林の再生や竹の

伐採をしてはどうか。

◇山全体を活かしたアートについて 

・作品を制作し、五月山に展示。

・遊具を五月山に設置。

・道の駅と五月山をセットで考える。トイレ・レストハウスも整備し、山の中にはアートや遊具を置

き、もう少し都会的な山にする。

9． テーマ③「地域・学生・若者と連携した持続的な施策（教育に関連した施策を含む）」のディス

カッション

＜意見＞

◇現状、学生とコラボレーションしている施策内容と課題について 

・関大生からオファーがあり、植木塾 22の見本園を手伝ってもらったが数回で終了。地元に寝泊まり

はせず、イベントや作業に参加してもらう形。

・細河フェアを開催。以前は大学 2回生 20 名を対象に植木の説明などをしていたが、イベントの一環

として参加するため、自分が何をするべきかという理解がない状態で参加していた。今年度は学生

の人数も 4、5名に絞り、自らが教壇に立ち、説明してもらう形に変更。 

・この地域で学生や子供と接し、同じ価値観を持って一つのイベントをすることが大事だと思ってお

り、より良いものにするために知恵を貸してほしい。

・教育機関が協力してもらわないと、もっと良いものを作っていくのは難しい。

・小学生を対象としたイベントとして植木のまき方の講習会は開催したことがある。

・外国人が仕事を見に来た。学生だけではなく、海外の方向けに植木体験をやっていきたい。

・綿密に打ち合わせした上で、学校のクラス単位で米作りの田植え・草引き・稲刈り時期に学生が来
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て、農家の人に指導員をやってもらうという話はよく聞く。危ないといって触らせないのではなく、

鎌や鉈の正しい使い方をあえてレクチャーしている。

・現在、小学 3・4年生は地域学習として細河の植木を学習。小学 5年生は産業学習。中学生にも職業

学習を行っている。 

・繋がりがある先生は直接交渉して行っているが、繋がりがない先生に関しては教育委員会が間に入

る必要がある。

・人間展は全国の美大に焦点を絞って行っている。

・地縁的な関係を作っていくには、小学生・中学生・高校生と成長していく過程で地域との関わりを

持つ仕組みを作ればよい。

・狭山市は狭山池がシンボル。狭山市には 100～200 人の小中学生の劇団があり、月に一度狭山池の掃

除をしている。高校生からはまちづくりプランナーを募集し、さらに大人になると池まつり実行委

員会、その後市会議員に繋がる。小学生から池を通して成長していく仕組みを作った。

・道をつくるというのも良い。事前準備をしていたら、小学生でもできるし、大きな達成感を感じる

ことができる。地域との繋がりができる。

・古民家の件で、農家民泊・民宿で外部の人を受け入れるという意見が出ている。例えば自宅に芸術

大学の学生を 4年間受け入れ、家賃は安くし、お手伝いをしてもらう。後々アーティストが育てば、

池田といえばアーティストが育つ環境というイメージが定着する。

10．まとめ・次回に向けての課題共有

・第 1回の目標はアイディアの発散であり、目標は達成できたと思う。 

・第 2回は第 1回のアイディアをまとめた上で、地域プランと紐づけた形で具体的なアクションプラ

ンの土台作成をめざす。

・次回の開催は 10月上旬を予定。

以上
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第 3回 有識者等懇談会（細河地域） 

（議事要旨） 

日 時：平成 29 年 11 月 27 日（月）14：00～16：00 

場 所：池田市上下水道部庁舎 3階研修室  

出席者：テーマパーク構想ディレクター 西畠清順、堀内健二 

地域住民等 5人 

池田市 倉田市長、藤田副市長、総合政策部長、環境部長、都市建設部長、 

市民生活部長、管理部長、教育部長 

1. 池田市より挨拶 

2. 前回の懇談会の振り返り 

今回の議論をまとめ、テーマパーク構想に落とし込むことを目標にしたい。 

1、2 回目の懇談会の内容を取りまとめたものに対して、皆様のご意見、また各地域の

反応をお聞かせいただきたい。 

横串となるコンセプトの設定が必要だという認識で、現段階のテーマパーク構想のコ

ンセプトをご紹介したい。コンセプトとなる色とキーワードをアンケートでお答えい

ただき、皆様の声を反映していきたい。 

懇談会自体は決定の場として開催されているものではないが、大きな方向性のコンセ

ンサスは得ておきたい。 

細河未来夢プラン 2030 に基づいて、懇談会を実施しており、地域コンセプトに関して

は「細河の自然を取り入れたまちづくり」「若者が住みたくなるまちづくり」が起点と

なっている。 

初回に記載いただいたアンケートや地域の方々との対話を基に、地域の強みとして「豊

かな自然」「植木産業・園芸技術」を記載させていただいた。これらの強みをどうテー

マパーク構想に落とし込んでいくかが重要である。 

総合計画でも謳われている「自然とにぎわいの共生」が 1 つの目的地であり、目的地

までの主要プロジェクト案である「植木の利活用」「緑のモール構想」「大池田展」に

関して議論を深めていきたい。 

重要なのはターゲットであり、誰に向けて細河地域としてのテーマパーク構想を発信

していくのか、皆様の意見を伺いたい。現段階では、「若者」「ファミリー」と定めて

いる。新名神が開通することにより、細河地域は車両での利便性が向上し、ファミリ

ーなどが多数訪れるスポットになる可能性を秘めている。ターゲットは全てではある

が、その中でも優先順位をつける必要はあると考えている。 

キーワードに関して、「体験」とは細河で強みを体験できることは重要だと考えている。
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「話題性」とは、地域の強みを掛け合わせ、発信していき、どのように差別化を図る

かが大切である。「ストーリー性」とは、単に実行するのではなく、細河地域と結ぶス

トーリー性を持たせることが大切だというお話を西畠氏から頂いた。 

3. 前回の懇談会を受けた地域の声について 

＜意見＞ 

道の駅に対して農作物など採ってきた物を並べているイメージだが、採った物を並べ

るのではなく、例えば柿や植木などを採る体験からしてもらってはどうかという意見

が出た。 

個人的にはきゅうりを植えているが手間もかからず、そのような簡単な物でも良いと

思う。四季を通じてローテーションしても良いのではないか。 

キャンプやバーベキューができる施設にして、ファミリーに来てもらえるものにして

はどうかという意見も出た。 

地域コミュニティー内に共有させていただき、東山町において路地や施設を使った農

業体験、ブルーベリーなどの摘み取り園、カモを飼育しふれあえる場を提供するとい

う話を進めていきたいという意見であった。 

地域に色々なお客様に来ていただき、100円でもお金を落としてもらえることを基本路

線として考えたい。 

棚田が放棄状態なので、棚田の活用を大事に考えたい。 

緑のモール構想は優れた観点であり、進めていきたいと思う。連合自治会や実行組合

のみではできないと考えている。 

池田市が中心となって、場所の選定などを進めてほしい。 

現在休耕地も多く、難しい面もあるのではないかという意見もあった。 

今のままでは細河地区が良くなることはないという危機感を若い人は持っており、話

に乗っていこうというスタンスの人が多い。 

新名神の開通により、来訪者が箕面の方に抜けてしまうと思う。大きなアドバルーン

でも上げて、来てもらう仕掛けが必要だと感じている。 

特に若い女性が来てくれる場所になると、自ずと男性も一緒に足を運んでくれ、また

将来子どもを連れて来てくれるような場所になると考えている。 

若者に住んでもらえるような仕組みづくりが大切だと考えている。農業体験などでノ

ウハウを提供するような仕組みがあると、1つのステップになるかと思う。 

SNS などで女性の発信力やコミュニケーション力を上手に活用できたら良いと思う。 

ターゲット層を絞ったコンセプトや細河地域のあり方を考え、一方で暮らしの目線も

取り入れ、バランスを取っていくことが大切だと思う。 

地域内で様々な取り組みをしてきたがあまり上手くいっていない。ディレクターの西

畠氏が注目されており、池田もブームに乗って西畠氏のブランドを立ち上げたら、注
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目してもらえるのではないかという声は多い。 

4. テーマパーク構想のコンセプトについて 

テーマパーク構想を取りまとめるにあたり、横串の役割が必要なため、全地域を「○

○のテーマパーク」で統一しようと考えている。 

現状は、細河は「自然」という表現は外せないので、「自然触れ合う緑のテーマパーク」

にしている。 

コンセプトを中心に据え、それを共通認識として、各々が何をすべきかを考えていく

ために、コンセプトは重要だと考える。 

ゆくゆくはテーマパーク構想を皆様の目に触れる冊子の形にしたいと考え、色付けで

各地域の特徴を出すためにイメージの色を決めたいと思っている。キーフレーズは現

状 4文字のひらがなにしているが、特に決まりはない。 

イメージの日本語と色に関して皆様のご意見をアンケートに記載いただきたい。細河

に関しては行政とも話をさせていただき、色は緑という認識が強いが、緑は緑でも具

体的にどのような緑かも補足いただき、各々の立場からの細河地域を表す色と日本語

を伺いたい。 

＜意見＞ 

緑は現状のままなので、「紫」が良いと思った。 

豊かな川や空の美しさから青というイメージ、そして新名神の開通など国家的な動き

の中にあり、新たな産業が生まれる前向きなイメージで赤が浮かび、青と赤を混ぜて

「紫」になると考えた。 

紫は高貴な色で、藤色にも通じ、色遊びとしては良いと考えた。 

｢薄い水色｣。綺麗な山から水が生まれ、さらに水が人を育む源になっていき、自然と

調和した細河のイメージになっていけばとの思いで、水の色にした。 

｢水色｣。余野川の水の色である。 

各小学校は連合の会で決められた各々違う色のゼッケンを付けているが、細河小学校

は水色のゼッケンをつけており、細河のイメージカラーとしても合うと思う。 

植木＝緑というイメージしか浮かばない。薄い濃い全て含めた緑をイメージした。 

伏尾台から見たら、客観的に細河は緑だと思う。 

伏尾台でも若葉の色のイメージで緑という意見が出て、子育てとも噛み合うと考えた。 

地球が地球である根拠は「グリーン」「水」「大地」である。この 3 つを細河のコンセ

プトにしてはどうかと思い、「緑色」「水色」「茶色」ではどうかと考えた。 

キーワードは「体験」「経験」「探検」であり、色々なところを探検していただき、体

験することで様々なことを経験していただくという思いがある。 

川でバーベキュー、野菜の植え付けなどのイメージから水色や緑が出てきたら良いと
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は思うが、休耕地や建築業が増えているので「茶色」はどうかと思っている。それら

をテーマパーク構想から排除するのでなく、上手くまとめていければと考えている。 

カラーは緑の中でも「若葉色」、キーワードは「いこい」はどうか。田園地帯や苗の色、

五月山の若葉色に恋いたいという思いで、キーワードはいこいにした。 

｢水色｣。松葉にしずくが溜まっているなど、水滴がかがやくことをイメージした。 

水滴がかがやく、未来に繋がるということから、キーワードは「かがやく」にした。 

5. 倉田市長より挨拶

6. これまでの議論のとりまとめについて 

「テーマパークの素材へ」とは、他地域との繋がりも踏まえ、地域の強みである植木

や園芸技術を上手く利活用していきたいという思いである。現状の植木や細河の伝統

をどうすればターゲット層に届けられるのか、またどのような思いを届けたいのかお

伺いしたい。 

今現在作っている植木は植栽に関するものが多い。 

趣味として扱えるミニ盆栽、他にもどのような植木が求められているかの意見を取り

入れ、その方向を伸ばしていくのが良いのではないかと考えている。 

新しい植木のあり方や見せ方を生み出していくこと、西畠氏とのコラボレーションや

域外の方の意見を取り入れていくことが考えられる。 

ターゲット層に植木をどういう思いで届けたいかを伺いたい。 

＜意見＞ 

まだまだアピール度が足りていないと思う。 

IT を活用して、広く若い世代の方に見ていただけるような情報を発信していきたい。 

緑というコンテンツに対する注目度は圧倒的に足りないと思う。花や緑でまちおこし

をしたいという自治体はたくさんある。PR 方法については、メディアを巻き込んで、

一見目立とうとしているのではないかというほどインパクトがあることをしつつ、後

ろには確固たる植木の歴史や職人がいることを、いかにプレゼンテーションするかが

大切だと思う。プレゼンテーションは 1回きりではなく、持続的なものである一方で、

こけら落としのタイミングは必要だと思う。 

市が決めた方針に対して、植木を営んでいる方々や直接生活に関わる方々からは反対

意見は出ると思う。様々な方がいるとは思うが、池田市の未来を良くしていきたいと

いう姿勢を強く持って、優しく伝えることが大切だと思う。 

そら植物園で実施した 300 のプロジェクトでの動員数は 100 万人を超えていると言わ

れているが、このターゲットにこの植物がうけるという思考回路で実施したわけでは

ない。その時期にそのタイミングで何をしようとしているかを踏まえた上で、コンセ
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プトを第一に、その場に元々あったストーリーを大切にし、そのストーリーから繋げ

ることが重要である。 

ターゲット層に対してこの植物というものはないが、ヒントとしては、500 年の歴史で

培ってきたものであること、ウォンバットがたくさんいることで「オーストラリア」

は 1 つのキーワードになるのではないか。堀内氏がいらっしゃるので「アート」とい

う切り口で、フォトジェニックな植物が良いのではないか。 

「細河の起点となる場所へ」は、細河地域のみでテーマパークのイメージとなってい

るようなコンセプトも 1 つ考えられる。新しい見せ方をすることが大切になってくる

と思う。 

「細河のレガシー創設へ」は、大池田展のことである。一過性のイベントではなく、

創作したものをどのように地域の中に置いていくか、観光スポットやにぎわいの拠点

としていくことも考えられる。 

西畠氏との付き合いもあり、緑に対してこれまで以上に興味を持つようになり、植物

とアートの繋がりは深く、細河の個性は植物だと感じている。 

前例のない、細河の自然を舞台にした植物とアートのミュージアム＋スタジオを作っ

てはどうか。植物とアートが融合する作品は、植木職人とアーティストがコラボレー

ションすることになる。 

制作スタジオも細河地域の中に作り、四季の変化に伴い植物が変化していくことで、

アートも変化していき、中期長期のことができる。 

華道や竹細工を嗜む方々に、植物が人を惹きつけるのは何かと聞いた時に、「癒す」「安

心する」「和む」「生命を感じる」という答えが多かった。命を「うえる」という意味

にも通じることから、テーマを「うえる」にしてはどうか。「うえる」というテーマで

様々な角度から細河や池田でアーティストが作品を作ってはどうか。 

ネーミングは大事だと思い「プラント・アート・パーク」や「グリーン＆アートミュ

ジアム」などはどうか。 

植物とアートの融合により、植物の新しい側面を見せていく意味でも、貴重なイベン

トになるのではないかと考えている。 

アートが完成して終わりではなく、持続性がある発想で良いと思う。 

アートと植木の融合に関して、仕立てた松などは植木職人のセンスが非常に表れやす

いものだと思う。 

国際蘭展なども開催されているが、緑のアート作品を国内海外に広めていくのは夢が

あって良いと思う。 

近所の芸術家とやってみようというような形で地域の活性化に繋がれば、おもしろい

ことができるのではないかと考えている。 

緑のモールに関して西畠氏に伺いたいが、細河が世界一をめざしていくのに必要なこ

とは何か。既にあるもの(THE FARM など)を真似るのではなく、世界一のコンセプトを
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作り上げるにあたり、留意しておくこと、植物の使い方のアイディアなどをお伺いし

たい。 

ポイントは「オリジナリティ」「のっかること」の 2つであり、相反しているようだが、

実はそうではない。 

「オリジナリティ」に関しては、THE FARM はシドニー郊外のグランズという施設をそ

のまま真似た例であり、代々木 VILLAGE を作った小林武史氏がグランズというモデル

を初めて日本に持ってきた。確かに海外で売れたものを日本に持ってくるというスキ

ームはあるが、池田市に関しては考えない方が良いと思う。池田らしさはぶれない方

が良いと思う。 

「のっかること」について、初回の懇談会でアイディアとして出したが、海外と姉妹

提携を結ぶというのは 1 つの方法だと思う。イタリアのピストリアは世界規模の植木

の産地であり、ピストリアの植木はフランスのルーブル美術館などにも植えられてい

る。姉妹提携が可能かは政治力も関係してくるとは思うが、例えばピストリアと池田

市が姉妹提携をして、イタリアの若者が池田のまちにたくさんいると話題にもなる。

コラボレーションするというアイディアにのっかることは良いのではないかと思う。 

福武總一郎氏も実証されたが、アートには人を集める力、地域活性化に繋がる力があ

るコンテンツと考える。アート×植木だと池田のオリジナリティが出ると思う。 

堀内氏を中心として、日本中で活躍しているアーティストの力を借りて行うのは良い

と考える。なぜアートなのかと言われたら、「芸」は人が植物を植えるところから出来

た象形文字で、アートと植物には密接な関係があるというストーリーがあり、話題に

もなり、無理がないのではないかと思う。 

懇談会に出ていただいている方々は新しいものをつくっていきたい、変えていきたい

という強い思いをお持ちだと思うが、土壌を作っていくには地域の方々の理解も必要

だと思う。 

昔から植木業をしているがそこまで考えたことがなかったので、参考になった。今後

の展開に関して、今の方向性が見えた気がする。 

「若者が住みたくなるまち」というのが難しいと思うが、めざさなければいけないと

ころだと感じている。 

アートを活かして、物流等の新産業との結びつき、次世代への承継が非常に大切にな

ってくると思う。 

先ほど 100 円のお金でも落としてほしいという話があったが、まちづくりは後からお

金がついてくるものと思われるが、お金を落としてもらう仕掛けは必要だと思う。 

西畠氏にもご意見をいただけるという強みもあり、緑のモール構想の道の駅は非常に

魅力を感じている。 

年齢に関係なく、同じ方向を向いているということが大切である。池田のまちづくり

で面白い展開が見込めると感じている。 
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４つの地域の中でも、細河は大きな変革を見せてくれると感じており、行政としても

腹をくくって取り組みたい。 

7. テーマパーク構想とりまとめの今後の流れ 

新しい地区計画に関しては総合計画で検討されているとのことである。 

テーマパーク構想を取りまとめて、見える化した形で皆様に見ていただく流れになる

と考えている。構想の作成のみではなく、どのように実現していくかが重要になって

くると思う。 

「10 万人総活躍」できるまちづくりがテーマパーク構想のベースであるが、テーマパ

ークである限りは市民の 1人 1人が主役であり、役割があると考えている。 

2030 年という長期的な視点（細河の未来の視点）と短期的な視点（暮らしの視点）の

両方を兼ね備える必要がある。 

緑のモール構想においても、ソフト事業をベースに、ソフト事業の上にハード事業が

のっていくべきだと考えている。そのためには地域の方々の意識をいかに醸成してい

くかが重要である。行政主体の動きも重要であるが、地域内の議論のブラッシュアッ

プも必要だと考える。 

3 回の懇談会でいただいた各地域の議論を 3月までに取りまとめ、行政と調整をし、テ

ーマパーク構想にしていきたい。2050 へ向けた考えも入れていきたい。 

以上 


